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1) 木下悦三民は，この点をレ ニン ~P シアにおける資本主義の発展』における周知の「外国貿
島町必然性にかんする三命題Jともかかわらせて指摘しておられる。木下悦三「外国貿易と再生















Harrod， International Economics， 2nd revised ed.， 1939， Cambridge Uni-




































































3) K マルクス著， F エンゲルス編，マルクス=エンゲルス全集刊行委員会訳『資本論』第2巻，
1885年(1968年)，大月書J古，579-580へージ。
4) 末永，上掲論文 5ヘジ。
















































































B) 向上， 341-342ベー シ。




















10) マルクス『資本論」第2巻，邦訳， 484ペー ジj 参照。




































































12) グェ・イ・レー ニン「ふたたび実現理論の問題によぜて 1，1司Fいわゆる市場問題について』
大月書庖国民士庫所収， 99-100ヘ ジ。


















































































16) 北古賀勝幸「再土産論と外国貿易の必然性Jr熊本間大論持』第11号， 1960年7月， 13-15ベ
ジ。




























『資本論』第Z巻第3篇における外国貿品捨象の命題(上〉 (571) 31 
資本主義体制の死命を制する諸問題がどれもみな貿易収支と国際収支の不均衡
を伴いながらわれわれにその解決を迫っている時，従来の理論的到達点に安閑
としてとどまることは，貿易論研究者にとってもはや許されない態度であると
いえよう。今，求められているものは，均衡を前提とした埋論ではなく，不均
衡をも包摂Lうる新たな理論ω構築である。
では次に，貿易収支不均衡をめくる諸説の検討に入ることにしよう。
〈以下次号〉
